
個
人
質
問

新政会 新政会 鈴鈴
すずすず

木木
きき

  健健
けんけん

太太
たた

郎郎
ろうろう

 議員 議員

公明党 公明党 市市
いちいち

川川
かわかわ

  陽陽
ようよう

子子
ここ

 議員 議員

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

問 

　

旧
山
武
町
地
域
を
対
象
と
し
た
本

市
の
水
道
事
業
の
特
徴
や
特
色
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

古
く
か
ら「
山
武
の

名
水
」と
称
さ
れ
た
清
澄
な
地
下
水
を
水
源

と
し
て
確
保
し
、
地
域
へ
持
続
的
か
つ
安
定

的
に
供
給
で
き
る
基
盤
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
制

の
も
と
、
一
般
会
計
と
は
明
確
に
区
分
し
た

財
務
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
経
営
状
況
は
お

お
む
ね
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

問 

　

本
事
業
が
果
た
す
役
割
や
強
み
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

豊
か
な
深
層
地
下
水

が
水
源
で
あ
る
た
め
、
水
質
が
安
定
し
、
季

節
や
天
候
の
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
家
発
電
設
備
を
有

す
る
浄
水
場
と
耐
震
性
能
に
優
れ
た
水
道
管

網
に
よ
り
、
災
害
時
の
断
水
リ
ス
ク
を
最
小

限
に
抑
え
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市

内
に
お
い
て
、
下
水
道
管
の
破
損
に
伴
う
道

路
陥
没
事
故
が
発
生
し
、
１
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
上
水
道
と
下
水
道
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
地
中
に
埋
設
さ
れ
る
水
道

管
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

当
該
事
故
は
、
下
水

道
管
の
腐
食
劣
化
に
よ
り
空
洞
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
上
下
水
道

施
設
の
健
全
性
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
材
質
区
分
や

埋
設
環
境
、
経
年
劣
化
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

計
画
的
に
更
新
や
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、

現
時
点
で
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
は

低
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

令
和
７
年
11
月
の
新
聞
紙
上
に
お

い
て
、「
上
下
水
道
事
業
広
域
化
へ
」と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

本
件
に
か
か
る
報
道

に
つ
い
て
は
、
国
が
将
来
の
人
口
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業
の
広
域

連
携
の
推
進
を
示
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
が
参
画
す
る
九
十
九
里
地
域
末
端
給

水
事
業
体
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
最
終
的
な
方

向
性
は
未
定
で
す
が
、
地
域
全
体
の
最
適
化

に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
市
税
の
徴
収
体
制
・
方

法
・
実
績
お
よ
び
今
後
の
課
題

ご
み
処
理
に
つ
い
て

ご
み
処
理
に
つ
い
て

問 

　

成
東
地
域（
東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
）と
山
武
・
松
尾
・
蓮
沼
地
域（
山
武

郡
市
環
境
衛
生
組
合
）の
、
ご
み
の
分
別
方

法
お
よ
び
有
害
ご
み（
使
用
済
み
乾
電
池
、

蛍
光
灯
、
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等
）の
回
収
方

法
の
違
い
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

成
東
地
域
は
、

６
種
類
の
ご
み
袋（
①
可
燃
ご
み
②
カ
ン
類

③
ビ
ン
類
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑤
金
属
類
⑥
ガ

ラ
ス
類
）を
使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
別
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
ご
み
は
区
・
自

治
会
単
位
で
年
３
回
の
収
集
な
ら
び
に
市
役

所
本
庁
舎
入
り
口
で
常
時
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
山
武
・
松
尾
・
蓮
沼
地
域
は
、
４

種
類
の
ご
み
袋（
①
可
燃
ご
み
②
資
源
ご
み

③
不
燃
ご
み
④
有
害
ご
み
）を
使
用
し
、
14

の
分
別
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
ご
み
は
指

定
ご
み
袋
を
使
用
し
、
月
２
回
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問 

　

ご
み
収
集
方
法
等
の
一
本
化
に
伴

う
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

成
東
地
域
の
山

武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
へ
の
編
入
に
伴
い
、

収
集
方
法
や
ご
み
集
積
場
設
置
場
所
の
見
直

し
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
区
・
自
治
会
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
移
行
に
伴
う
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

問 

　

食
品
ロ
ス
削
減
と
共
生
社
会
の
構

築
に
向
け
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
活
用
は
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
地

元
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
か
ら
提
供
さ
れ
た
在

庫
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
受
け
入
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
家
庭
へ
配
布
し
た
り
、
山
武
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
通
じ
て
市
民
が
持
ち
寄
っ
た
食
品
を

活
用
す
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

ご
み
を
減
容
す
る
た
め「
厨
芥
処
理
シ
ス
テ

ム
」を
新
た
に
導
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

給
食
残ざ

ん

渣さ

の
処
理
に

つ
い
て
は
、
施
設
統
合
前
は
そ
れ
ぞ
れ
で
処

理
業
者
に
委
託
し
て
い
た
も
の
が
集
約
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
新
施
設
で
は
処
理
に
か
か

る
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
活
用
の
目
的
と
取
り
組
み
へ
の
期
待

山武市議会だより第79号　令和8年2月1日 10


